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このドキュメントの使用法

このインストールガイドでは、Oracle VMソフトウェアのインストール手順
と、Oracleの Sun Server X3-2Lを構成および使用できる状態にするためのソフト
ウェアの初期構成に関する手順について説明します。

注 – Sun Server X3-2Lは以前は Sun Fire X4270 M3サーバーという名前でした。この以前
の名前が、まだソフトウェアに表示されることがあります。新しい製品名は、シス
テム機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ (ASP)、お
よびオペレーティングシステムのインストールについての経験を持つユーザーを対
象としています。

このセクションでは、最新のソフトウェアとファームウェア、ドキュメントと
フィードバック、およびサポートとアクセシビリティー情報の入手方法を説明しま
す。

■ 5ページの「最新のソフトウェアとファームウェアの入手」
■ 6ページの「x86:このドキュメントについて」
■ 6ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「フィードバック」
■ 7ページの「サポートとアクセシビリティー」

最新のソフトウェアとファームウェアの入手
各Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシ用
のファームウェア、ドライバ、その他のハードウェア関連ソフトウェアは定期的に
更新されます。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます:

■ Oracle System Assistant – Oracle x86サーバーの出荷時にインストール済みの新規オ
プションです。必要なすべてのツールとドライバが含まれており、サーバーに組
み込まれています。

■ My Oracle Support: http://support.oracle.com
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■ 物理メディアの申請

詳細は、41ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照して
ください。

x86:このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、セク
ション番号はありません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDF版を生成するには、HTMLページの左上隅にある PDFボタンをク
リックします。

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracleドキュメント http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X3-2L http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2L

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack
2.2

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

フィードバック
次のサイトでこのドキュメントについてのフィードバックをお送りいただけます:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

x86:このドキュメントについて
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サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的
なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー

7

http://support.oracle.com
http://www.oracle.com/accessibility/support.html
http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html


8



Oracle VMのインストールについて

このセクションでは、サーバーにOracle VMをインストールする手順の概要を説明
します。

説明 リンク

Oracle VMソフトウェアのインストール手順に
ついて学びます。

9ページの「Oracle VMインストールのタスク
マップ」

サポートされているOracle VMソフトウェアの
バージョンについて学びます。

11ページの「サポートされるOracle VMソフト
ウェア」

コンソール表示オプションとそれらの設定方
法について学習します。

11ページの「コンソール表示オプションの選択」

ブートメディアオプションとそれらの設定方
法について学習します。

13ページの「ブートメディアオプションの選択」

インストール先オプションとそれらの設定方
法について学習します。

15ページの「インストール先オプションの選択」

Oracle VMのインストールオプションについて
学びます。

17ページの「Oracle VMのインストールオプ
ション」

Oracle System Assistantについて学習します。 19ページの「Oracle System Assistantの概要」

関連情報
■ 27ページの「Oracle VMのインストール」

Oracle VMインストールのタスクマップ
次の表に、Oracle VMソフトウェアのインストール手順を示します。
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手順 説明 リンク

1. サーバーハードウェアを設置し、Oracle ILOMサービスプロ
セッサを構成します。

■ 『設置』、「サーバーのラックへの設置」
■ 『設置』、「サーバーの配線」
■ 『設置』、「Oracle ILOMへの接続」

2. 静的 IPアドレスを使用して、Oracle VM Managerをインス
トール可能な 2番目のシステムを設定します。このシステム
には、次のいずれかのオペレーティングシステムがインス
トールされている必要があります:
■ Oracle Linux 5.5、64ビット以降のリリース
■ Red Hat Enterprise Linux Release 6、64ビット以降のリリース

『Oracle VM Serverリリースノート』およ
び『Oracle VM Managerリリースノート』:
http://docs.oracle.com/

cd/E20065_01/index.htm

3. Oracle VMインストールメディアおよびOracle VMドキュメン
トを入手します。Oracle VMドキュメントは、以降の手順 7で
説明されている作業で使用します。

■ Oracle VMインストールプログラムの ISO
イメージは、次のWebサイトからダウン
ロードできます: http://www.oracle.com/
virtualization

■ Oracle VMドキュメントは、次のWebサイ
トからダウンロードできます:
http://docs.oracle.com/

cd/E20065_01/index.htm

4. プロダクトノートを確認します。 『Sun Server X3-2Lプロダクトノート』(http://
www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2L)

5. インストールの実行時に使用するコンソール、メディア、イ
ンストール先を設定します。

■ 11ページの「コンソール表示オプションの
選択」

■ 13ページの「ブートメディアオプションの
選択」

■ 15ページの「インストール先オプションの
選択」

6. OSの新規インストール時の BIOS設定を確認します。 23ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確
認」

7. Oracle VM Server、および必要に応じてOracle VM Managerをイ
ンストールします。

Oracle VM ServerおよびOracle VM Managerのイ
ンストール手順については、33ページの「メ
ディアを使用した、単一システムへのOracle
VMのインストール」を参照してください。

8. インストール後のタスクを適宜実行します。 38ページの「Oracle VMのインストール後のタ
スク」

関連情報
■ 23ページの「Oracle VMをインストールするための準備」

Oracle VMインストールのタスクマップ
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サポートされるOracle VMソフトウェア
サーバーは、次のOracle VMソフトウェアをサポートします。

VMソフトウェア 版

Oracle VM リリース 3.0および 3.1

サーバーの注文時に、Oracle VMソフトウェアがインストール済みのサーバーをリク
エストした場合は、出荷時にOracle VM 3.0がインストールされています。Oracle
Solaris OSがサーバーにインストール済みであるが、それを使用しない場合
は、Oracle VM 3.0または 3.1を新規インストールできます。

さらに、サポートされているその他のオペレーティングシステムや仮想マシンを
サーバーにインストールすることもできます。サーバーでサポートされているオペ
レーティングシステムの完全なリストについては、http://www.oracle.com/pls/

topic/lookup?ctx=SunServerX3-2Lにある『Sun Server X3-2Lプロダクトノート』を参
照してください。

関連情報
■ 27ページの「Oracle VMのインストール」

コンソール表示オプションの選択
このセクションでは、インストールを実行するためにコンソールを接続するオプ
ションについて説明します。

■ 11ページの「コンソール表示オプション」
■ 12ページの「ローカルコンソールを設定する」
■ 12ページの「リモートコンソールを設定する」

コンソール表示オプション
ローカルコンソールをサーバーのサービスプロセッサ (SP)に直接接続することによ
り、Oracle VMソフトウェアのインストールやサーバーの管理を実行できま
す。サーバーでは、2種類のローカルコンソールをサポートしています:

■ シリアル管理ポート (SER MGT)に接続された端末
端末を、ポートに直接接続することも、ポートに直接接続した端末エミュレータ
に接続することもできます。

■ ビデオポート (VGA)と 2つの背面USBコネクタに直接接続したVGAモニ
ター、USBキーボード、およびUSBマウス

コンソール表示オプション
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サーバー SPへのネットワーク接続を確立することにより、リモートコンソールから
Oracle VMソフトウェアのインストールやサーバーの管理を行うこともできます。2
種類のリモートコンソールがあります:

■ Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用したWebベースのクラ
イアント接続

■ ネットワーク管理ポート (NET MGT)への SSHクライアント接続

▼ ローカルコンソールを設定する
ローカルコンソールを接続するには、次のいずれかを実行します:

■ 直接または端末エミュレータを介して、シリアル管理ポート (SER MGT)に端末を
接続します。

■ VGAモニター、キーボード、およびマウスをビデオポート (VGA)およびUSB
ポートに接続します。

シリアル管理ポート (SER MGT)接続の場合のみ、ホストシリアルポートへの接続を確
立するには:

a. Oracle ILOMのユーザー名およびパスワードを入力します。

b. ILOMプロンプトで、次のように入力します:
-> start /HOST/console

シリアル管理ポート出力は、ホストシリアルローカルコンソールに自動的に
ルーティングされます。

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

▼ リモートコンソールを設定する
サーバー SPの IPアドレスを表示または設定します。
詳細は、『設置』、「サーバー SPの IPアドレスの確認」を参照してください。

Webベースのクライアント接続を使用している場合は、これらの手順を実行しま
す。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. Webブラウザで、サーバー SPの IPアドレスを入力します。

1

2

参考

1

2

コンソール表示オプション
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b. Oracle ILOM Webインタフェースにログインします。

c. Oracle ILOMリモートコンソールを起動して、ビデオ出力をサーバーからWebクラ
イアントにリダイレクトします。

d. 「Devices」メニューでデバイスの切り替え (マウス、キーボードなど)を有効にし
ます。

SSHクライアント接続を使用している場合は、次の手順を実行します。

a. シリアルコンソールから、サーバー SPへの SSH接続を確立します (ssh
root@hostname。ここでは、hostnameはDNS名または SP IPアドレス)。

b. Oracle ILOMにログインします。

c. 次を入力して、シリアル出力をサーバーから SSHクライアントにリダイレクトし
ます:
-> start /HOST/console

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

ブートメディアオプションの選択
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカル
またはリモートのインストールメディアソースをブートします。このセクションで
は、サポートされるメディアソースおよび各ソースのセットアップ要件を示しま
す。

■ 13ページの「ブートメディアオプションの要件」
■ 14ページの「ローカルブートメディアオプションを設定する」
■ 14ページの「リモートブートメディアオプションを設定する」

ブートメディアオプションの要件
このセクションでは、ローカルおよびリモートメディアを使用するための要件につ
いて説明します。

■ 14ページの「ローカルブートメディアの要件」
■ 14ページの「リモートブートメディアの要件」

3
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ローカルブートメディアの要件
ローカルブートメディアには、サーバー上の組み込み型ストレージデバイスまたは
サーバーに接続された外付けのストレージデバイスが必要です。

サポートされるOSのローカルブートメディアソースは、CD/DVD-ROMインス
トールメディアだけです。

リモートブートメディアの要件
リモートメディアでは、ネットワークを介してインストールをブートする必要があ
ります。ネットワークインストールは、リダイレクトされたブートストレージデバ
イスか、Pre-boot eXecution Environment (PXE)を使用してネットワーク上にインス
トールをエクスポートする別のネットワークシステムから開始できます。

サポートされているOSのリモートブートメディアソースには、次のものがありま
す。

■ CD/DVD-ROMインストールメディア
■ CD/DVD-ROM ISOインストールイメージ
■ 自動インストールイメージ (PXEブートが必要)

▼ ローカルブートメディアオプションを設定する
ローカルブートメディアを設定するには、次の手順を実行します。

使用しているサーバーに組み込み型ストレージデバイスがない場合は、サーバーの
前面または背面パネルに適切なストレージデバイスを接続します。
ローカルデバイスをサーバーに接続する方法については、『設置』、「サーバーの
配線」を参照してください。

▼ リモートブートメディアオプションを設定する
リモートの場所にあるメディアからOSをインストールするには、次の手順を実行し
ます。

リモートストレージデバイスからブートメディアをリダイレクトするには、これら
の手順を実行します。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. ブートメディアを、次のようなストレージデバイスに挿入します:

■ CD/DVD-ROMの場合、内蔵または外付けCD/DVD-ROMドライブにメディア
を挿入します。

■ CD/DVD-ROM ISOイメージの場合、ネットワーク共有された場所で ISOイ
メージがすぐに利用できることを確認します。

●

1

ブートメディアオプションの要件
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b. サーバーOracle ILOM SPへのWebベースのクライアント接続を確立し、Oracle ILOM
リモートコンソールアプリケーションを起動します。

詳細は、11ページの「コンソール表示オプションの選択」に示すWebベースの
クライアント接続に関するセットアップ要件を参照してください。

c. Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションの「Devices」メニューで、次の
ようなブートメディアの場所を指定します:

■ CD/DVD-ROMブートメディアの場合は、「CD-ROM」を選択します。
■ CD/DVD-ROM ISOイメージブートメディアの場合は、「CD-ROM Image」を
選択します。

PXEを使用してインストールを実行するには、次の手順を実行します。

a. PXEブートを使用して、インストールをエクスポートするようにネットワーク
サーバーを構成します。

b. OSインストールメディアをPXEブートで利用できるようにします。
自動OSインストールイメージを使用する場合は、Oracle Linux KickStartイメージ
などの自動OSインストールイメージを作成する必要があります。

インストールのセットアッププロセスを自動化する方法については、オペ
レーティングシステムベンダーのドキュメントを参照してください。

c. インストールメディアをブートするには、一時ブートデバイスとしてPXEブート
インタフェースカードを選択します。

詳細は、このガイドで説明した PXEベースのオペレーティングシステムインス
トール手順を参照してください。

インストール先オプションの選択
このセクションでは、インストール先を設定する方法について説明します。

■ 15ページの「インストール先のオプション」
■ 16ページの「ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)をインストール先
として設定する」

■ 17ページの「インストール先としてファイバチャネル Storage Area Networkデバ
イスを設定する」

インストール先のオプション
内蔵Oracle System Assistant USBフラッシュドライブ (Oracle System Assistant用に予約
されています)を除き、サーバーに取り付けたどのストレージドライブにもオペ

2

インストール先のオプション
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レーティングシステムをインストールできます。これらにはハードディスクドライ
ブ (HDD)とソリッドステートドライブ (SSD)があります。

ファイバチャネル PCIeホストバスアダプタ (HBA)、iSCSIドライブ、またはその他の
外部ストレージドライブが装備されたサーバーの場合、それらのドライブをインス
トールターゲットとして使用できます。ストレージドライブはサーバー内蔵に制限
されません。

重要:内蔵の組み込み型Oracle System Assistant USBフラッシュドライブ
は、ブート用または保存用のドライブとしては使用しないでくださ
い。

サーバーには、Oracle System Assistant、デバイスドライバ、およびOracle
ILOM、BIOS、およびサポートされている IOデバイス用のファームウェアを格納す
る、組み込み型のOracle System Assistant USBフラッシュドライブが付属していま
す。サポートされるすべてのオペレーティングシステムのインストール中に、この
USBフラッシュドライブは、読み取り/書き込み可能な単一パーティションを持つ
SCSIディスクとして検出され、ドライブのリストにOracle_SSMと表示されます。次
の操作を実行するときに、このデバイスを上書きしないように注意してください:

■ オペレーティングシステムのインストール
■ ディスクまたはパーティションのフォーマット操作
■ 一般的なディスク、パーティション、またはファイルシステムの保守

このUSBフラッシュドライブが上書きされた場合でも、元の内容を復元できま
す。USBフラッシュドライブの内容を復元するには、Oracle System Assistant復旧およ
び ISO更新イメージを取得し、このイメージを使用して復元処理を実行します。

Oracle System Assistant復旧および ISO更新イメージをダウンロードし、サーバーの
Oracle System Assistant USBフラッシュドライブを復元する手順については、『管
理』、「Oracle System Assistantの復元」を参照してください。

▼ ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)を
インストール先として設定する

HDDまたは SSDが正しく取り付けられていて、電源が入っていることを確認しま
す。

HDDまたは SSDの取り付けと電源の投入方法については、『サービス』の「スト
レージドライブおよび背面ドライブ (CRU)の保守」を参照してください。

●

インストール先のオプション
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▼ インストール先としてファイバチャネル Storage
Area Networkデバイスを設定する

サーバーにPCIeホストバスアダプタ (HBA)が正しく取り付けられていることを確認し
ます。

PCIe HBAオプションの取り付けに関する詳細は、『サービス』、「PCIeカードの保
守 (CRU)」を参照してください。

Storage Area Network (SAN)をインストールおよび構成して、サーバーホストでスト
レージデバイスが認識されるようにします。

手順については、ファイバチャネルHBA付属のドキュメントを参照してください。

Oracle VMのインストールオプション
Oracle VMを単一のサーバーにインストールするか複数のサーバーにインストールす
るかを選択できます。このドキュメントでは、単一サーバーへのOracle VMインス
トールについて説明します。次の表に、2つのインストールオプションに関する情報
を示します。

オプション 説明

複数のサーバー Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用する
と、1つのOSを複数のサーバーにインストール
できます。詳細は、http://www.oracle.com/

us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

1

2

Oracle VMのインストールオプション
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オプション 説明

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、Oracle VMを単
一のサーバーにインストールします:
■ ローカル: Oracle VMのインストールを
サーバーでローカルに実行します。このオプ
ションは、物理的にラックにサーバーを設置
し終えたばかりのときにお勧めします。

■ リモート: Oracle VMのインストールをリ
モートの場所から実行します。Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションを使用し
て、Oracle System Assistantにアクセスする
か、Oracle VMの手動インストールを実行し
ます。

注 –単一のサーバーにOracle VMをインストール
する場合は、Oracle System Assistantを使用するよ
うにしてください。

サーバー 1台構成のOSインストール方法についての詳細は、次を参照してください:

■ 18ページの「サーバー 1台構成のインストール方法」
■ 19ページの「Oracle System Assistantの概要」

サーバー 1台構成のインストール方法
Oracle VMインストールメディアの取得方法を選択します。次の情報を使用して、最
適なローカルまたはリモートのOracle VMインストールを決定してください。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します (推奨)。

モニター、USBキーボードとマウス、USBデバイ
ス、およびOracle VM配布メディア。詳細は、
19ページの「補助付きOracle VMインス
トール」を参照してください。

リモートでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します (推奨)。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリ
ケーション、リダイレクト先のCD/DVDドライ
ブまたは ISOイメージファイル、およびOracle
VM配布メディア。詳細は、19ページの「補助付
きOracle VMインストール」を参照してくださ
い。

ローカルでのCD/DVDドライブの使用 –
サーバーに接続した物理CD/DVDドライブを
使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USB
CD/DVDドライブ、およびOracle VM配布メ
ディア。詳細は、19ページの「Oracle VMの手動
インストール」を参照してください。

Oracle VMのインストールオプション
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メディアの配布方法 その他の要件

CD/DVDドライブまたはCD/DVD ISOイ
メージを使用するリモート – Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションを実行し
ているリモートシステム上でリダイレクト先
の物理CD/DVDドライブを使用します。

ブラウザを備えたリモートシステム、接続された
物理CD/DVDドライブ、Oracle VM配布メ
ディア、およびサーバーの管理ポートへのネット
ワークアクセス。詳細は、19ページの「Oracle
VMの手動インストール」を参照してください。

補助付きOracle VMインストール

この方法で、サーバーにOracle VMをインストールすることをお勧めします。この方
法では、Oracle System Assistantアプリケーションを使用します。Oracle VMインス
トールメディアをローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイス、ま
たはCD/DVDイメージに提供します。Oracle System Assistantによりインストール手
順が案内され、必要に応じて必須のドライバが収集およびインストールされま
す。Oracle System Assistantは、使用しているサーバーでサポートされている必要があ
り、そのサーバーにインストールされている必要があります。

Oracle VMの手動インストール

この方法では、Oracle VM配布メディアをローカルまたはリモートのCD/DVDドラ
イブ、USBデバイス、またはCD/DVDイメージに提供します。必要なドライバをイ
ンストールする必要もあります。サーバー用のドライバは、サーバー内のOracle
System Assistant USBフラッシュドライブ (ドライバへのアクセスを可能にするために
取り付けが必要)に用意されており、My Oracle Support WebサイトからOSおよび
サーバー別のパッケージか ISOイメージファイルとして入手することもできま
す。Oracle VMをインストールするには、配布メディアのインストールウィザードを
使用します。

Oracle System Assistantの使用
このセクションでは、Oracle System Assistant、実行できるタスク、およびOracle
System Assistantを取得する方法について説明します。

■ 19ページの「Oracle System Assistantの概要」
■ 20ページの「Oracle System Assistantのタスク」
■ 21ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 21ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの概要
Oracle System Assistantは、Oracle x86サーバー向けの単一サーバーシステム管理
ツールです。これは、Oracleの Single System Management製品、Oracle System Assistant

Oracle System Assistantの概要
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アプリケーション、および選り抜きの関連ソフトウェアを統合して、サーバーを迅
速かつ簡単に起動し保守できるようにするツール群を提供します。Oracle System
Assistantのコンポーネントは次のとおりです:
■ Oracle System Assistantアプリケーション
■ Oracle Hardware Management Pack
■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ Oracle System Assistantのコマンド行環境
■ オペレーティングシステム用のドライバとツール。
■ サーバー固有のファームウェア
■ サーバー関連ドキュメント

Oracle System Assistantは、組み込みストレージデバイスとしてサーバー内部に存在
し、出荷時にサーバー固有のバージョンのツールおよびドライバを使用して構成さ
れており、オンライン更新を使用して保守が行われます。

関連情報
■ 20ページの「Oracle System Assistantのタスク」
■ 21ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 21ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantのタスク
Oracle System Assistantアプリケーションには、一般的で有用な単一サーバー管理プロ
ビジョニングタスク一式が選択され、まとめられています。

次のタスクは、迅速で便利なサーバーの起動と継続的なサーバー管理を可能にしま
す:

■ システムの概要とシステムインベントリ情報
■ すべてのコンポーネント (ツール、ドライバ、ファームウェアなど)のオンライン
アップデートの取得

■ システムファームウェア (BIOSおよびOracle ILOM)とホストバスアダプタ
ファームウェアの更新

■ RAID、Oracle ILOM、および BIOS構成
■ 補助付きOSインストール
■ ネットワーク構成
■ 機能と組み込まれたメディア整合性チェックの無効化
■ 多言語キーボード

Oracle System Assistantのタスク
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■ 実行環境を使用可能にするOracle System Assistantシェル端末ウィンドウ
■ Oracle Hardware Management Packへのアクセス (Oracle System Assistantシェルを使
用)

■ Oracle System Assistantの復旧

関連情報
■ 『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」

Oracle System AssistantのOSのインストールタス
ク
Oracle System AssistantアプリケーションのOSインストールタスクを実行すると、サ
ポートされるOSをガイドに従ってインストールできます。OSインストールメ
ディアを提供すると、Oracle System Assistantの手順に従ってインストールプロセスを
実行できます。続いて、サーバーハードウェア構成に基づいて、適切なドライバを
フェッチします。OSのインストールタスクは、サーバーでサポートされているすべ
てのオペレーティングシステムに使用できるわけではありません。

Oracle System Assistantを使用して、OSドライバと他のファームウェアコンポーネン
ト (BIOS、Oracle ILOM、HBA、および該当する場合はエクスパンダ)を更新する場合
は、OSをインストールする前にその更新を実行するようにしてください。

Oracle System Assistantには、ローカルコンソール接続を使用してローカルからアクセ
スすることも、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用してリ
モートからアクセスすることもできます。

サーバーのインストールが終了した直後の場合、Oracle System Assistantをローカルで
使用する (物理的にサーバーにいる間に)ことで、サーバーを迅速かつ効率的に起動
できます。サーバーが動作すると、すべての機能を維持しながら、Oracle System
Assistantにリモートで便利にアクセスできます。

関連情報
■ 28ページの「Oracle System Assistantを使用した、単一システムへのOracle VMの
インストール」

Oracle System Assistantの取得
Oracle System Assistantがサーバーでサポートされているため、Oracle System Assistant
USBフラッシュドライブがすでにサーバーに取り付けられている可能性がありま
す。インストールされている場合、Oracle System Assistantの「Get Updates」タスクを

Oracle System Assistantの取得
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使用して、最新のソフトウェアリリースに更新できます。Oracle System Assistantが
サーバーにインストールされているが、破損または上書きされている場合は、Oracle
My Oracle Support Webサイトからリカバリ ISOイメージをダウンロードしてくださ
い。ダウンロード手順については、41ページの「サーバーファームウェアとソフト
ウェアの入手」を参照してください。

関連情報
■ 『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」

Oracle System Assistantの取得
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Oracle VMをインストールするための準備

このセクションでは、Oracle VMをインストールできるようにサーバーを準備する方
法について説明します。

説明 リンク

サーバーの BIOS設定を確認し、出荷時のデ
フォルトに設定します。

23ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確認」

サーバーでRAIDを構成します。 26ページの「RAIDの構成」

▼ BIOSの出荷時デフォルトの確認

注 –新しく設置されたサーバーにはじめてオペレーティングシステムをインストール
する場合、BIOSはデフォルトの構成になっている可能性があるため、この手順を実
行する必要はありません。

BIOS設定ユーティリティーで、最適なデフォルトを設定し、必要に応じて BIOS設
定を表示および編集できます。BIOS設定ユーティリティー (F2キー)で変更した設定
はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されます。

F2キーを使用してシステムの BIOS設定を表示または編集できるほか、BIOSの起動
中に F8キーを使用することで、一時ブートデバイスを指定できます。F8キーを使用
して一時ブートデバイスを設定した場合、この変更は現在のシステムブートのみで
有効です。一時ブートデバイスでブートしたあとは、F2キーで指定した常時ブート
デバイスが有効になります。

設定を開始する前に、次の要件を満たしていることを確認してください:

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD)または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD)が搭載されている。

■ HDDまたは SDDがサーバーに適切に設置されている。手順について
は、『サービス』の「ストレージドライブおよび背面ドライブ (CRU)の保守」を
参照してください。

始める前に
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■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、11ページの「コン
ソール表示オプションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ ILOM Webインタフェースから、「Host Management」>「Power Control」を選択
し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します。

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2キーを押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

出荷時のデフォルト値に設定するために、次を実行します:

a. F9を押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。

メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL」を選
択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enterを押します。

BIOS設定ユーティリティー画面が表示され、システム時間の欄の最初の値で
カーソルが強調表示されます。

1

2

3
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BIOS設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時間またはシステム日
付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。

上下の矢印キーを使用して、システムの時間と日付の選択を変更します。

b. 強調表示された欄の値を変更するには、次のキーを使用します:

■ プラス (+)を押すと、表示されている現在の値が増加します

■ マイナス (-)を使用すると、現在表示されている値が減少します

■ Enterを押すと、カーソルが次の値の欄に移動します

ブート設定にアクセスするには、「Boot」メニューを選択します。

「Boot」メニューが表示されます。

「Boot Settings」メニューで、下矢印キーを使用して「Boot Device Priority」を選択
し、Enterを押します。

「Boot Device Priority」メニューが表示され、認識されているブートデバイスの優先
順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、ブートの優先度がもっとも高いデ
バイスです。

「Boot Device Priority」メニューで次の手順を実行して、リストの最初のブートデバ
イスエントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enterを押します。

b. 「Options」メニューで、上下矢印キーを使用してデフォルトの常時ブートデバイ
スを選択し、Enterを押します。

注 –変更する各デバイス項目に対して手順 7aおよび 7bを繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスのブート順を変更できます。

「Boot Device Priority」リストおよび「Options」メニューに表示されるデバイス文字
列は、デバイスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID文字列の形式です。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10キーを押します。

または、「Exit」メニューで「Save and Reset」を選択して変更を保存し、BIOS 設定
ユーティリティーを終了することもできます。変更を保存して設定を終了すること
を確認するメッセージが表示されます。メッセージダイアログで「OK」を選択し
て、Enterキーを押します。

4

5

6

7

8
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注 – Oracle ILOMリモートコンソールを使用している場合、F10キーはローカルOSに
トラップされます。このため、リモートコンソールアプリケーションの上部にあ
る「Keyboard」ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があ
ります。

RAIDの構成
RAIDを使用する場合は、サーバー上でRAIDを構成してから、Oracle VMをインス
トールする必要があります。RAIDの構成手順については、『設置』の「RAIDの構
成」を参照してください。

関連情報
■ 『管理』、「RAIDの構成」

RAIDの構成
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Oracle VMのインストール

このセクションでは、Oracle VMをサーバーにインストールする手順を説明します。

説明 リンク

プリインストール要件。 27ページの「準備作業」

Oracle System Assistantを使用したOracle VMの
インストール。

28ページの「Oracle System Assistantを使用し
た、単一システムへのOracle VMのインス
トール」

メディアを使用した単一サーバーへのOracle
VMソフトウェアのインストール。

33ページの「メディアを使用した、単一システム
へのOracle VMのインストール」

インストール後の作業。 38ページの「Oracle VMのインストール後のタス
ク」

準備作業
次の要件が満たされていることを確認します:

■ RAID (Redundant Array of Independent Disks)をサーバーのストレージドライブ上で
構成する場合は、Oracle VMをインストールする前にそれを行う必要がありま
す。RAIDを構成する手順については、『設置』の「RAIDの構成」を参照してく
ださい。

注 –サーバーに Sun Storage 6Gb/s SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)が搭
載されている場合は、Oracle VMをインストールする前にRAIDおよびブート可能
ボリュームを作成する必要があります。それ以外の場合、HBAがサーバーのスト
レージドライブを特定できなくなります。

■ コンソール用ディスプレイオプションは、インストールの実行前に選択および設
定するようにしてください。このオプションおよび設定方法の詳細については、
11ページの「コンソール表示オプションの選択」を参照してください。
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■ ブートメディアオプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションおよび設定方法の詳細については、13ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

■ インストール先オプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションおよび設定方法の詳細については、15ページ
の「インストール先オプションの選択」を参照してください。

■ BIOS設定がデフォルトに設定されていることを確認します。BIOS設定を検証す
る方法、および必要な場合に BIOSを設定する方法については、23ページ
の「BIOSの出荷時デフォルトの確認」を参照してください。

■ ローカルインストールの場合は、プロンプトが表示されたら、使用可能なOracle
VMインストールメディアを、接続された物理CD/DVD-ROMドライブに挿入し
ます。

■ リモートインストールの場合、Oracle ILOMリモートコンソールシステムの
CD/DVD-ROMドライブにOracle VMインストールメディアを挿入します。Oracle
ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM」を選択
していることを確認します。

■ Oracle VMイメージを使用している場合は、Oracle ILOMリモートコンソールシス
テムから ISOイメージにアクセス可能であることを確認します。Oracle ILOMリ
モートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM Image」を選択し
ていることを確認します。

■ 静的 IPアドレスを保持する 2つのシステムがセットアップされていることを確認
します。

■ 一方のシステムには、Oracle VM Serverをインストールします。
■ もう一方のシステムはOracle VM Manager用で、Oracle Linux (Release 5.5、64
ビット以降のリリース)またはRed Hat Enterprise Linux (Release 6、64ビット以
降のリリース)をインストールします

■ このセクションに記載されている指示とあわせて使用するために、Oracle VMド
キュメントを入手します。Oracle VMのドキュメントは、http://

docs.oracle.com/cd/E20065_01/index.htmから入手できます

Oracle System Assistantを使用した、単一システムへの
Oracle VMのインストール

サーバーにOracle VMをインストールする方法として、Oracle System Assistantアプリ
ケーションの「Install OS」タスクが推奨されています。

■ 29ページの「Oracle System Assistantを使用してOracle VMをインストールする」

Oracle System Assistantを使用した、単一システムへのOracle VMのインストール
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▼ Oracle System Assistantを使用してOracle VMをイ
ンストールする
サーバーにOracle VMをインストールする方法として、Oracle System Assistantアプリ
ケーションの「Install OS」タスクが推奨されています。

この手順を始める前に、次を実行します。

■ 23ページの「Oracle VMをインストールするための準備」の手順を実行します。
■ ブートドライブ (Oracle VMのインストール先ストレージドライブ)をRAID用に
構成する場合は、Oracle VMをインストールする前にそれを実行する必要があり
ます。サーバーでRAIDを構成する方法については、『設置』、「RAIDの構
成」を参照してください。

インストールメディアがブート可能であることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。Oracle VMメディア (番号 1が付いた
CD、または単一のDVD)をローカルまたはリモートのCD/DVD-ROMドライブに挿入
します。

■ ISOイメージを使用する場合。ISOイメージが使用可能であり、Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションが最初の ISOイメージの場所を認識している
ことを確認します。

インストールメディアの設定方法に関する追加情報については、13ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

次のいずれかの方法で、Oracle System Assistantを起動します:

■ Oracle ILOM Webインタフェースから、「Summary」>「Launch Oracle System
Assistant」をクリックします。

始める前に

1

2
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■ サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:
■ ローカルサーバーで、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れま
す。

■ ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選択
し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで reset /Systemと入力します

BIOS画面が表示されます。

Oracle System Assistantを使用した、単一システムへのOracle VMのインストール
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注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要がありま
す。画面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察し
てください。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大しても
かまいません。

■ F9キーを押します。

「Oracle System Assistant System Overview」画面が表示されます。

最新のソフトウェアリリースパッケージに更新するには、Oracle System Assistant
の「Get Updates」ボタンをクリックします。

この操作により、OSのインストール開始前に、最新のソフトウェアリリース
パッケージがインストールされます。

注 – Oracle System Assistantを更新するには、サーバーのWebアクセスが必要です。

3
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サーバーのファームウェアを更新するには、「Update Firmware」ボタンをクリック
します。

この操作により、OSのインストール開始前に、サーバーのファームウェアおよびド
ライバが確実に最新のものになります。

OSをインストールするには、「Install OS」ボタンをクリックします。

「Operating System Installation」画面が表示されます。

「Supported OS」ドロップダウンリストからOSを選択します。

画面に「Select a BIOS」モードが表示される場合は、Oracle VMインストール用
に「Legacy BIOS」モードを選択します。

注 –ここでは、Oracle VMは「Legacy BIOS」モードのみをサポートするた
め、「UEFI」モードは選択しないでください。

「Select your install media location」セクションで、インストールメディアの場所を指
定します。

これはOracle VM配布メディアの場所です。CD/DVDデバイスを選択できます。

「Install OS」画面の「Select the boot disk」部分で、「Boot disk」ドロップダウンリス
トからブートデバイスを選択します。

これはOracle VMをインストールするデバイスです。

注意 –データが失われます。OSのインストールによって、ディスクの内容が消去さ
れます。選択したディスク上のデータはすべて消去されます。

「View Installation Options」をクリックします。

「Installation Options」ダイアログが表示されます。

「Installation Options」ダイアログで、インストールしない項目を選択解除します。

注 –「Installation Options」ダイアログでは、「Oracle VM」および「Drivers」オプ
ションは必須であるため、選択解除できません。

「Install」画面下部の「Install OS」ボタンをクリックします。

ブートデバイスの選択を確認するため、「Yes」をクリックします。

ブートデバイスを変更するには、「No」をクリックして別のデバイスを選択しま
す。

4
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プロンプトに従ってインストールを完了します。

サーバーがブートします。

メディアを使用した、単一システムへのOracle VMのイ
ンストール

このセクションでは、x86 (64ビット)用のOracle VM 3.0または 3.1ソフトウェアをイ
ンストールする方法について説明します。

■ 33ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したOracle VM
Serverのインストール」

■ 38ページの「Oracle VMのインストール後のタスク」

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
したOracle VM Serverのインストール
次の手順では、Oracle VMをインストールする手順を説明します。この手順では、次
のいずれかのソースからOracle VMインストールソフトウェアをブートすることを前
提にしています。

■ Oracle VM 3.0または 3.1 CDまたはDVDメディアセット (内蔵または外付けのCD
またはDVD)

■ Oracle VM 3.0または 3.1 ISOソフトウェアイメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – Oracle VM ISOイメージは、リモートインストールまたはインストールCDまたは
DVDの作成に使用できます。

Oracle VM Serverインストールメディアがブート可能であることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。ローカルまたはリモートのCD/DVD-ROM
ドライブにOracle VM Serverメディアのブートディスクを挿入します。

■ ISOイメージの場合。ISOイメージが使用可能であること、およびOracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションでブートディスクイメージ (番号 1の付いた
CDまたはDVD)が選択されていることを確認します。

インストールメディアの設定方法に関する追加情報については、13ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

14
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サーバーの電源を入れ直します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ ILOM Webインタフェースから、「Host Management」>「Power Control」を選択
し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します。

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。

BIOS画面で、F8キーを押して、Oracle VM Serverのインストールで使用するブートデ
バイスを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

「Please Select Boot Device」メニューで、最初のブートデバイスとして外付けまたは
仮想CD/DVDデバイスを選択し、Enterキーを押します。

「Boot Device」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバイスタイプ、ス
ロットインジケータ、および製品 ID文字列で構成されています。

2

3

4
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数秒後、Oracle VM Serverインストールプログラムのスプラッシュ画面が表示されま
す。

指示に従って、Oracle VM ServerおよびOracle VM Agentをインストールします。

ここで、Oracle VMインストールプログラムはOracle VM ServerおよびOracle VM
Agentをインストールします。

5
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「Partitioning Type」画面が表示されます。

「Partitioning Type」画面で:

a. このインストールで使用するドライブを選択します。

b. 必要に応じ、Oracle SSMドライブの選択を解除します。

注 – Oracle SSMドライブとは、Oracle System Assistant USBフラッシュドライブのこ
とです。これをインストールドライブとして決して選択しないでくださ
い。Oracle SSMドライブを表示するために、画面下部までスクロールすることが
必要な場合があります。

c. 「OK」をクリックして続行します。

「Oracle VM Management Interface」画面が表示されます。

6
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「Oracle VM Management Interface」画面で、ネットワークインタフェースを選択し
て、「OK」をクリックします。

インストール中に設定したパスワードを使用して、Oracle VM Serverに root
ユーザーとしてログインします。

注 – Oracle VMのインストールには 2つのパスワードが必要です。1つはVM Serverの
rootアカウント用、もう 1つはVMエージェント用のパスワードです。必要に応
じ、http://docs.oracle.com/cd/E20065_01/index.htmで『Oracle VMサーバーインス
トールガイド』を参照してください。

次のいずれかを実行します:

■ Oracle VM Serverを管理するためのOracle VM Managerが構成されていない場合
は、Oracle VM Managerをインストールする必要があります。
Oracle VM Managerのインストール手順については、『Oracle VM Managerインス
トールガイド』(http://docs.oracle.com/cd/E20065_01/index.htm)を参照してく
ださい。

■ Oracle VM Serverを管理するためのOracle VM Managerが構成されている場合は、38
ページの「Oracle VMのインストール後のタスク」に進みます。

7
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9
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Oracle VMのインストール後のタスク
Oracle VMソフトウェアのインストールが完了したら、次に示すインストール後のタ
スクを確認し、必要に応じてシステムに当てはまるタスクを実行してください。

■ 38ページの「Oracle VMソフトウェアの更新」
■ 38ページの「Oracle VMリソースの管理」

Oracle VMソフトウェアの更新
Oracle VMインストールメディアに含まれるソフトウェアは、最新のバージョンでな
い場合があります。必要に応じて、最新のアップデートを使用してOracle VMソフト
ウェアを更新します。ダウンロード手順については、次のWebサイトを参照してく
ださい。

http://www.oracle.com/virtualization

Oracle VMリソースの管理
Oracle VMリソースを構成、アクセス、および管理する方法については、次のWeb
サイトでOracle VMドキュメントライブラリを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20065_01/index.htm

Oracle VMのインストール後のタスク
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ネットワークインタフェースの構成

このセクションでは、次の情報について説明します:

■ 39ページの「NICコネクタ」

NICコネクタ
ネットワークインタフェースカードのコネクタには、次のようなラベルが貼付され
ています。

表 1 NICコネクタのラベル

NICコネクタのラベル インタフェースタイプ

net0 第 1インタフェース (ixgbe 0)

net1 第 2インタフェース (ixgbe 1)

net2 第 3インタフェース (ixgbe 2)

net3 第 4インタフェース (ixgbe 3)

注 –シングルプロセッサシステムでは、ネットワークインタフェースコネクタNET 2
およびNET 3はアクティブではないため、使用できません。
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

サーバーファームウェアとソフトウエアの
アップデートについて学びます。

41ページの「ファームウェアとソフトウェアの
アップデート」

ファームウェアとソフトウエアへのアクセス
オプションについて学びます。

42ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセスオプション」

使用可能なファームウェアとソフトウエア
パッケージを確認します。

42ページの「入手可能なソフトウェアリリース
パッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、ま
たは物理メディアのリクエストによ
り、ファームウェアおよびソフトウェア
パッケージにアクセスします。

44ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセス」

ファームウェアとソフトウェアのアップ
デートをインストールします。

48ページの「更新のインストール」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
サーバー用のハードウェアドライバやツールなどのファームウェアおよびソフト
ウェアは、定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可
能になります。ソフトウェアリリースは、サーバー用の使用可能なファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、ユーティリティーをすべて含んだ一連のダウン
ロード (パッチ)です。これらすべては、まとめてテスト済みです。ダウンロードに
含まれるReadMeドキュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点およ
び変更されていない点について説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なり次第、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が含
まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。
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ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
次のオプションのいずれかを使用して、使用するサーバー用の最新ファームウェア
およびソフトウェアセットを入手します:

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストール済みの
x86 Oracleサーバー用の新しいオプションで、サーバーのファームウェアとソフ
トウェアを簡単にダウンロードおよびインストールできます。

Oracle System Assistantの使用方法の詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを
使用したサーバーの設定」を参照してください。

■ My Oracle Support –すべてのシステムファームおよびソフトウェアは、http://

support.oracle.comのMy Oracle Supportから入手できます。
My Oracle Support Webサイトで入手可能なものの詳細については、42ページ
の「入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」を参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする手順について
は、44ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアの
ダウンロード」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。
詳細は、45ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでは、ダウンロードは製品ファミリ、製品、およびバージョン別に
グループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含
まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれます。

次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらも、物理メディアのリクエスト
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(PMR)を行なって依頼できます。Oracle System Assistantを使用しても、同じファーム
ウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

X3-2L (X4270 M3) SWversion –
Firmware Pack

Oracle ILOM、BIOS、およびオプ
ションカードファームウェアを
含む、すべてのシステム
ファームウェア。

最新のファームウェアが必要な
とき。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –
OS Pack

OS Packは、サポートされている
オペレーティングシステムの
バージョンごとに入手できま
す。各OS Packには、そのOS
バージョン用のツール、ドライ
バ、およびユーティリティーの
パッケージすべてが含まれま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Packおよ
び LSI MegaRAIDソフトウェアが
含まれます。

Windows OSの場合、このOS
Packには Intel Network Teaming
and Install Packも含まれます。

OS固有のドライバ、ツール、ま
たはユーティリティーを更新す
る必要があるとき。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –
All Packs

Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのドキュメ
ントを含みます。

このパックには、Oracle VTSや
Oracle System Assistantイメージは
含まれません。

システムファームウェアとOS固
有のソフトウェアの組み合わせ
を更新する必要があるとき。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –
Diagnostics

Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必要
なとき。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –
Oracle System Assistant

Oracle System Assistant復旧および
ISOアップデートイメージ。

Oracle System Assistantを手動で復
旧または更新する必要があると
き。

各ダウンロードは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフ
トウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe
ファイルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよ
び修正されたバグの詳細が記載されています。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストする方法について説明します。

Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用できます。詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用した
サーバーの設定」を参照してください。

更新されたファームウェアおよびソフトウェアを入手する方法は、ほかにもMy
Oracle Supportを使用する方法と、物理メディアをリクエストする方法の 2つありま
す。参照先:

■ 44ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウ
ンロード」

■ 45ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソ
フトウェアのダウンロード

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (高度な検索)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、目的の製品が表示されるまで製品名のすべてまたは一部を入力しま
す。たとえば、Sun Server X3-2L (旧 Sun Fire X4270 M3)です。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

「検索」をクリックします。

ダウンロードできるパッチが一覧表示されます。

入手可能なダウンロードの説明については、42ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。
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ダウンロードするパッチを選択するには、そのパッチをクリックします (Shiftキーを
使用すると、複数のパッチを選択できます)。
アクションパネルがポップアップ表示されます。ポップアップパネルには、「計画
に追加」および「ダウンロード」オプションを含め、いくつかのアクションオプ
ションがあります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するドロップダウン
ボタンをクリックして、「なぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

パッチをダウンロードするには、ポップアップパネルの「ダウンロード」をク
リックします。
「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイルをク
リックします。
パッチファイルがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリクエスト
(PMR)で最新のソフトウェアリリースを入手できます。

次の表に、物理メディアをリクエストするためのハイレベルタスク、および詳細情
報の入手先のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストに必要な情報を収集します。 45ページの「物理メディアのリクエスト用の情報
を収集する」

オンラインまたはOracleサポートに電話して
物理メディアをリクエストします。

46ページの「物理メディアのリクエスト (オンラ
イン)」

47ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。
■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新のソフトウェアリリースおよびリクエストしているダウンロード
パッケージ (パッチ)の名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなりま
す。
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■ My Oracle Supportにアクセス可能な場合 – 44ページの「My Oracle Supportを使
用したファームウェアとソフトウェアのダウンロード」に記載された手順に
従って、最新のソフトウェアリリースを確認して、入手可能なダウンロード
(パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあと、ダウンロード手順を
続行しない場合は「パッチ検索結果」ページからほかのページに移動できま
す。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 – 42ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」に記載された情報を参照して、目的のパッケージ
を確認し、最新のソフトウェアリリース向けのパッケージを要求します。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
要求を行なう前に、45ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載の情報を収集してください。

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上の「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。
ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、次の内容を入力します: Sun Server

X3-2L の最新ソフトウェアリリースの PMR。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

質問 回答

メディアの入手をご希望ですか。 あり

どちらの製品ラインのメディアをご希望で
しょうか。

Sun製品

パッチをダウンロードするためのパスワード
に関する問い合わせでしょうか。

なし

CDやDVDでパッチをご希望ですか。 あり

始める前に
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質問 回答

パッチをCDやDVDでご希望の場合、パッチ
の番号、OSとプラットフォームをお知らせく
ださい。

希望するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力してください。

ご希望の製品名とバージョンをお知らせくだ
さい。

製品名: Sun Server X3-2L

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号

希望されているメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「一般」と
入力します。

メディアに言語は必要ですか。 なし

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。

情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「リクエストの送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
要求を行なう前に、45ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載の情報を収集してください。

次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Server X3-2Lの物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアリリースの情報にアクセスできない場合は、Sun Server X3-2Lの最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。
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更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェアの更新のインストールに関す
る情報を提供します。

■ 48ページの「ファームウェアのインストール」
■ 48ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアのインストール
更新されたファームウェアは、次のいずれかの方法でインストールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerで最新の
ファームウェアをOracleから自動的にダウンロードすることも、Enterprise
Controllerに手動でロードすることもできます。どちらの場合も、Ops Centerで
ファームウェアを 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシにイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、最新のファームウェアをOracle
からダウンロードしてインストールできます。

詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用して、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31のOracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

更新のインストール
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■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant
詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ JumpStart、KickStart、サードパーティーのツールなどの、その他の配備メカニズ
ム。

詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインストール
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